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第１図、第２図は、御嶽山周辺における GEONET による GPS 連続観測結果である。第１図上段に御

嶽山を取り囲む基線の配置を、下段に図中に表示されている観測点の保留の履歴を示した。第２図は

それぞれの基線における辺長変化の時系列である。左側に最近約９年間、右側に約１年間を拡大して

示してある。山体を囲むそれぞれの基線で、2006 年末から 2007 年初めにかけて山体付近の地震活動

と同期して伸びの傾向が見られていたが、2007 年春以降は火山活動に伴うものとみられる基線長の変

化もなく経過していた。（２）や（６）の基線で 2014 年９月 27 日の噴火前後にごくわずかな伸張と

収縮が見られるが、2006 年ほど明瞭ではない。 

第３図は、GNSS の精密な解析結果である。御嶽山を挟む、（１）高根－王滝基線の時系列と、（２）

落合唐谷－田の原基線の時系列を掲載した。御嶽山を挟む基線で、2014 年９月上旬頃からごくわずか

な伸びと９月下旬頃からごくわずかな縮みの傾向が見られ、12 月までに９月上旬頃の基線長に戻って

いる。（２）の基線は縮み過ぎにも見える。 

第４図は、御嶽山周辺の水平変動ベクトル図である。上段の噴火前の３か月間には膨張、下段の噴

火後の３か月間には収縮を示す変動が見られる。 

第５図は、GNSS による噴火前の膨張を示すごくわずかな地殻変動の変位源を、球状圧力源を仮定し

て推定した結果である。深さは 1.1km、体積膨張量は 43 万立米と推定された。 

第６図は、噴火後の SAR 干渉解析結果である。ノイズレベルが高く、これを超えるような収縮等の

変動は見られない。 
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第１図 御嶽山周辺の電子基準点における GNNS 連続観測基線図（上段：基線図、下段：保守履歴） 

Fig.1 (upper) Baseline map of continuous GNNS observation at GEONET sites around Ontakesan Volcano. ; (lower) 

History of site maintenance, 
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第２図 御嶽山周辺の電子基準点における GPS 連続観測結果(時系列)（左列：2006 年１月～2015 年２月、

右列：2014 年２月～2015 年２月） 

Fig.2  Results of continuous GNSS observation at GEONET sites around Ontakesan Volcano; (left) from January 

2006 to February 2015, (right) from February 2014 to February 2015. 
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第３図  GNSS の精密な解析結果 

Fig.3  Results of precise GNSS analys in Ontakesan Volcano. 
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第４図 御嶽山周辺における GNSS 観測点の水平変動ベクトル図 (上段：2014 年６月～2014 年９月、下段：

2014 年 10 月～2015 年１月) 

Fig.4  Horizontal displacements around Ontakesan Volcano GEONET observation sites (upper before eruption) from 

June 2014 to September 2014, (lower after eruption) from October 2014 to January 2015.  
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第５図 噴火前における地殻変動の変異量を仮定の球状圧力源により推定した結果  

Fig.5 Results of estimation of crustal deformation before eruption by assuming spherical pressure source model. 
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第６図  「だいち２号」PALSAR-2 による御嶽山周辺地域の解析結果  

Fig.6  Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 around Ontakesan Volcano.  

 


